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静
岡
大
学
の
活
動
報
告

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
か
ら

新
た
な
日
印
科
学
技
術
交
流
へ

２
０
２
５
年
９
月
15
日
〜
10
月
５
日
の
21
日
間
、

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
に
よ
り
、
イ
ン
ド
の
ス

リ
・
ラ
マ
サ
ミ
ー
・
メ
モ
リ
ア
ル
科
学
技
術
大
学

（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
か
ら
８
名
（
教
員
１
名
、
ポ
ス

ド
ク
２
名
お
よ
び
博
士
課
程
学
生
５
名
）
の
メ
ン
バ

ー
を
静
岡
大
学
に
招
へ
い
し
ま
し
た
。
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
学
生
や
教
員
を

静
岡
大
学
に
招
へ
い
す
る
事
業
は
こ
れ
ま
で
に
７
回

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
（
２
０
１
５
、
16
、
18
、
19
、

23
、
24
、
25
年
度
）
。
こ
れ
ら
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
静
岡
大
学
を
訪
問
し
た
学
生
の
中

に
は
そ
の
後
、
静
岡
大
学
の
博
士
課
程
に
入
学
し
た

方
も
複
数
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
人
的
交
流
を
基
盤
と
し
て
、
静
岡
大
学
と
Ｓ
Ｒ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
大
学
間
協
定
の
締
結
、
博
士
ダ
ブ
ル
デ
グ

リ
ー
協
定
の
締
結
、
相
互
の
大
学
の
客
員
教
員
へ
の

就
任
、
お
よ
び
２
０
２
５
年
度
の
Ｉ
ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｉ
ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
）
の
採
択
等
に
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
「
新
材
料
創
成
を
目
指
し
た
萌
芽
研
究
の
探
索
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
研
究
計
画
の
作
成
か
ら
試
料
作

製
と
分
析
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
、
Ｘ
Ｒ
Ｄ
、
Ｆ
Ｅ

－

Ｓ
Ｅ
Ｍ
、

ラ
マ
ン
散
乱
な
ど
）
を
メ
イ
ン
に
実
施
し
ま
し
た
。

合
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
室
│
│
中
村
研
（
ナ
ノ

カ
ー
ボ
ン
の
合
成
）
、
近
藤
研
（
圧
電
セ
ン
サ
ー
）
、

原
研
（
Ｃ
Ｖ
Ｄ
法
に
よ
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
薄
膜
の
合

成
）
、
モ
ラ
ル
研
（
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
の
作
製
方
法
と

デ
バ
イ
ス
特
性
の
計
測
）
、
池
田
研
（
カ
ー
ボ
ン
フ

ァ
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
熱
電
材
料
）
、
脇
谷
研
（
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
薄
膜
の
作
製
技
術
と
分
析
方
法
）
│
│

を
見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

期
間
中
に
実
施
さ
れ
た
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
に
関

す
る
講
演
会
で
は
、
坂
元
准
教
授
、
東
京
科
学
大
学

の
久
保
田
助
教
、
名
古
屋
工
業
大
学
の
高
井
教
授
か

ら
の
講
演
に
耳
を
傾
け
、
熱
心
に
質
問
を
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
ス
ズ
キ
歴
史
館
、
方
広
寺
、

竜
ヶ
岩
洞
、
浜
松
ま
つ
り
会
館
、
弁
天
島
を
訪
問
す

る
機
会
も
設
け
、
浜
松
の
も
の
づ
く
り
と
そ
の
歴
史

的
・
文
化
的
背
景
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
え
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
交
流

２
０
２
５
年
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
終
了
し
て
一
行
が
帰
国
し
た
後
も
交
流
は
続
い
て

い
ま
す
。
今
年
３
月
19
日
〜
24
日
に
「
Ａ
Ｆ
Ｍ
Ｄ

－
２
０
２
６
」
と
い
う
国
際
会
議
が
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激
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て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
際
会
議
は
約
１
２
０

名
の
海
外
か
ら
の
招
待
講
演
者
と
約
１
０
０
０
名
が

参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
で
し
た
が
、
こ
の
国
際
会

議
の
議
長
は
２
０
２
５
年
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
引
率
し
た
ナ
バ
ニ
ー
ザ
ン
教
授
で
、
さ

く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
静
岡
大
学
を
訪
問

し
た
他
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
受
付

や
会
場
の
運
営
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
大
活

躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｆ
Ｍ
Ｄ

－

２
０
２
６
に
は
静
岡
大
学
か
ら
は
、

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
で
懇
談
し
た
福
田
工
学
部
長
、

青
木
電
子
工
学
研
究
所
長
、
近
藤
創
造
科
学
技
術
大

学
院
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
川
田
理
事
や
約
20
名
の

教
員
が
参
加
し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
静
岡
大
学
と
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
人
的
な
交
流
は
、

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
を
通
じ
て
さ
ら
に
強
固
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
11
月
に
は
静
岡
大
学
工
学
部

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｖ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
池
田
教
授
と
修
士
課
程
の

３
名
の
学
生
が
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を
訪
問
し
、
さ
ら
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
今
後
の
展
望

こ
れ
ま
で
の
静
岡
大
学
と
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
の
学

生
の
交
流
は
主
に
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
博
士
課
程
の
学

生
が
静
岡
大
学
の
博
士
課
程
に
入
学
す
る
形
で
行
わ

れ
て
き
て
い
た
の
に
対
し
て
、
静
岡
大
学
の
学
生
が

Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を
訪
れ
る
ケ
ー
ス
は
限
定
的
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
上
記
の
Ｉ
ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ

や
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｖ
は
主
に
修
士
課
程
学
生
と
、
修
士
課
程

に
進
学
予
定
の
学
部
４
年
生
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
静
岡
大
学
の
学
生
が
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
を
訪
問
す
る
機
会
が
大
幅
に
増
え
る
と
期
待
さ
れ

ま
す
。
実
際
、
多
く
の
日
本
人
学
生
が
Ｉ
ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
に
行

っ
て
み
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
10
月
15
日
〜
17
日
に
は
静
岡
大
学

に
お
い
て
「
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
Ａ
Ｆ
Ｍ
Ｄ
」
と
い
う
国
際

会
議
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
際
会

議
は
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を
中
心
と
す
る
イ
ン
ド
人
研
究

者
や
他
の
国
の
多
数
の
研
究
者
が
静
岡
大
学
に
集
ま

る
予
定
で
す
。
３
月
に
イ
ン
ド
で
Ａ
Ｆ
Ｍ
Ｄ
を
開
催

し
た
７
カ
月
後
に
静
岡
大
学
で
「
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
Ａ
Ｆ

Ｍ
Ｄ
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
３
月

に
イ
ン
ド
に
行
く
こ
と
が
時
間
的
に
難
し
か
っ
た
日

本
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
Ｓ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を
は
じ
め

と
す
る
イ
ン
ド
の
大
学
の
教
員
と
交
流
す
る
機
会
が

持
て
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
た
な
交
流
に

発
展
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

さくらサイエンスプログラム終
了後、インドのSRMISTを訪問




